
耳鼻咽喉科免疫アレルギー抄録号 原稿作成要領 

1. 原稿作成方法 

（a）論文の頁数は仕上がり2 頁（図，表を含む）としてください。図表のキャプションについては，図表番

号を明記の上，本文・参考文献の後，3 ページ目に入力してください。 

（b）原稿は，学会誌抄録号用のひな型ファイルを学会ホームページよりダウンロードのうえ，抄録原稿を上

書きしてください。作成した原稿データは電子媒体（フロッピーディスク，MO，CD-R 等）に保存し，

プリントアウトしたものと一緒の学会当日に提出してください。 
※電子媒体には必ずラベルを貼り，演題番号・著者名・使用したコンピュータの OS の種類（Windows 
98/2000/Me/XP, Mac OS 9/OS X など）・Word のバージョン（Word 98/2000/2002 など）をご記入くださ

い。 
（c）表題（略語を使用しない）は 12 ポイント，著者名は 10 ポイント，所属機関名（大学・教室名・病院な

ど）は 8 ポイント，いずれも明朝体で入力してください。 
（d）本文は和文 9 ポイント明朝体，欧文 9 ポイント Times New Roman を使用してください。 

（e）図表が必要な場合は電子媒体にデータを保存し，プリントアウトしたものと一緒に提出してください。

詳細は「図・表データのご入稿について」をご覧下さい。 
（f）文献は「参考文献の記入のしかた」に従って作成してください。 

（g）原稿は，必ず指定のひな型に沿って作成してください（体裁を変更した場合は書き直しを要請する場合

があります）。原稿データは必ずバックアップをとり，お手元に保管しておいて下さい。 

2. 図・表データのご入稿について 

図（写真も含む）・表が必要な場合には，電子媒体にデータを保存し，プリントアウトしたものと一緒に

提出してください。プリントアウトには，図・表の番号と，希望のサイズ（「1 コラム」または「2 コラム」）

を明記してください。 
図（写真）：作業効率を高めるため，できるだけ電子データをご用意ください。データでのご入稿が

無理な場合には，プリントアウトのみご提出下さい。 
表：オリジナルデータ（Excel，PowerPoint，テキスト等）をご提出下さい。 

3. 参考文献の記入のしかた 

引用した文献は，本文中において該当箇所の右肩に順次番号をつけ，その番号を本文の後に「参考文献」

として列挙してください。 
共著者多数の場合は 2 名まで記し，それ以上の場合は欧文では「, et al.」和文では「，他」を用いて省略

して下さい。なお，右肩につける番号の入力方法は，後述「入力に際しての諸注意」の「上付文字の入力に

ついて」をご覧ください。 

＜記入例＞ 
原著，総説 
 1） 山中 昇，廣橋良彦：近年における腫瘍免疫研究の進歩とその臨床応用．耳鼻免疫アレルギー 17: 17, 1999. 
 2） Takenaka, H., Zhang, K., et al.: Enhanced human IgE production results from exposure to the aromatic hydrocarbons from 

diesel exhaust. J. Allergy Clin. Immunol. 95: 103-115, 1995. 
著書 
 1） 川内秀之：耳鼻咽喉科疾患への免疫学的アプローチ 図説耳鼻咽喉科 NEW APPROACH 4，神崎 仁，茂木五郎編，

メディカルビュー社出版 42-47, 1996. 
 2） Furukawa, M.: Ditection of Epstein-Barr virus gene production, p53 and bcl-2 protein in non-endemic nasopharyngeal 

carcinoma.: Epstein-Barr virus and human cancer, ed by Osato, T., Takada, K., et al. Japan Scientific Societies Press: pp 
109-116, 1997. 



＜入力に際しての諸注意＞ 

フォントについて 

本文の入力には，和文は 9 ポイントの明朝体，欧文は 9 ポイントの Times New Roman を使用してください。

「はじめに」「対象と方法」などの小見出しは，ひな型のように前段落より 1 行あけて入力して下さい。 
 
文字の幅について 

入力する際，文字の幅は原則として以下のものを使用してください。 
 ・和文（漢字・ひらがな・カタカナ）：全角 
 ・欧文・数字：半角 
 ・記号類：半角が存在するものは半角，ないものは全角 

※半角カタカナ・全角数字は使用しないで下さい。 
 
上付文字の入力について 

文献番号や著者番号などに上付文字（文字の肩に小さく付く
1)
のような文字）を使用する場合，上付文字に

する文字をマウスで指定した上，メニューバーから「書式」→「フォント」を選択し，「上付文字」にチェ

ックを入れてください。 
下付文字も同様の方法で入力できます。（入力方法が不明の場合，上付文字とせず，プリントアウトした

ものに上付文字にする旨ご指示くだされば結構です。） 
 

4. 学会当日に提出いただくもの 

 プリントアウト 電子データ 
本 文 ○ ○ 

参考文献 ○ ○ 

図 ○ （○） 

表 ○ ○ 

写 真 ○ （○） 

 

※電子媒体については，フロッピーディスク，CD-ROM，MO のいずれでも結構ですが，電子媒体をそのま

まご提出いただける状態でお持ちください。USB フラッシュメモリーでのデータのお持ち込みはご遠慮く

ださい。 
※電子媒体には必ずラベルを貼り，演題番号・著者名・使用したコンピュータの OS の種類（Windows 

98/2000/Me/XP，Mac OS 9/OS X など）・ソフト名とバージョン（Word 98/2000/2002 など）をご記入くださ

い。 
※図，写真については，作業効率を高めるため，できるだけ電子データをご用意ください。 
 
 
 
 
 
【抄録原稿提出についてのお問い合わせ先】 

日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 
編集担当：石田恵奈美 
〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入 
中西印刷㈱内 
TEL:075-441-3155 
FAX:075-417-2050 
e-mail: jjiao-ed@nacos.com 
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